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【目的】 
骨髄由来間葉系細胞（以下 hBMSCs）を利用した scaffold‐free軟骨様細胞シートを
作製し、ヌードラット軟骨欠損モデルに移植した。本研究の目的は、同細胞シート使
用による軟骨修復の効果を検証することである。 
【方法】 
同意取得後、ヒト骨髄を採取し、塩基性線維芽細胞増殖因子（以下 FGF-2）を添加し
て細胞増殖培地 3 条件①5％Fetal Bovine Serum（以下 FBS）、②10％FBS、③5％
FBS+FGF-2（10ng/ml）で細胞培養、ペレットにて軟骨分化誘導を観察し、至適培養条
件を確認した。さらにシートを軟骨分化誘導時の 2条件（軟骨分化誘導培地 血清あ
り、なし）で作製し、シートの形状を確認した。上記の予備実験で最良と判断した細
胞増殖培地③、軟骨分化誘導培地血清ありの条件下で作製したシートを関節軟骨欠損
部への移植実験に使用した。ヌードラット両側膝に軟骨欠損を作製し、片側に細胞シ
ートを移植して移植群、他側をコントロール群とし、2、4、12 週後にトルイジンブ
ルー染色、ColⅠ、Ⅱ、X、ヒト特異的抗ビメンチン抗体の免疫染色で組織学的評価を
行った。 
【結果】 
12週経過観察時点で、移植群の肉眼像は軟骨様組織での修復像を認め、組織像的に
もトルイジンブルー染色で異染性が確認できた。同時に、免疫染色の結果では ColⅠ
陰性、ColⅡ陽性、ColX陰性であった。Wakitani scoreによる評価では、シート移植
群で軟骨構造の有意な改善を認めた。またヒト特異的抗ビメンチン抗体免疫染色で
は、陽性細胞は週ごとに減少し移植母床周囲の宿主組織からの置換が考えられた。 
【結論】 
hBMSCs増殖期に FGF-2を添加することで、低濃度の FBSでも hBMSCsの増殖速度、分
化能は促進され、さらに血清添加軟骨分化誘導培地で scaffold free軟骨様細胞シ
ートが作製可能であった。当該シートの移植は、軟骨欠損部の軟骨修復に有効である
ことが判明した。 
 
 
